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姉妹町姉妹町

小
山
町
か
ら
こ
ん
に
ち
は

おお

や
ま
や
ま

と
な
c
た
成
美
小
学
校
と
小
山
中
学
校

の
体
育
館
で
は
�
避
難
の
際
に
使
用
し

た
ハ
ザ
ü
ド
マ
Ã
プ
を
活
用
し
て
�
土

砂
災
害
警
戒
・
特
別
警
戒
区
域
に
住
む

区
民
世
帯
数
や
お
お
よ
そ
の
人
数
か

ら
�
一
時
避
難
所
の
収
容
人
員
や
防
災

備
蓄
品
の
不
足
数
の
把
握
を
行
c
た

り
�
避
難
経
路
上
の
危
険
箇
所
や
迂
回

路
の
確
認
な
ど
の
避
難
所
運
営
ゲ
ü
ム

︵
Ｈ
Ｕ
Ｇ
︶
が
行
わ
れ
ま
し
た
�

小山町ホームページアドレス　http://www.fuji-oyama.jp/

まちの顔！まちの顔！
Vol.25

熊本県の出身で、リゾート会社に就職し、上海やアメリカ、国内のお店などで単身赴任をして

働いていました。大相撲の九州場所では先代の貴乃花の時代に小倉で親方やお弟子さん、関係者

に料理を提供していました。

５０歳ぐらいで熊本に帰ってからは、料理人を集めて宿泊施設を立ち上げて働いていました。

６０歳を超え、そろそろ自分のやりたいことをしたいという思いがあり、田舎の雰囲気がありつ

つも、それなりのロケーションの場を探しました。九州でも探しましたが、建物自体がイメージ

に近いものが見つかりませんでした。そういう風に探していると勝央町に行きつきました。

休みの日は、カフェやホテル、道の駅な

どに行き、食事や宿泊、いろいろな野菜を

見に行ったりしています。勉強もかねてい

るので、いろいろな場所に行って吸収でき

る部分があります。

皆さんによくしてもらっているので、熊

本から来ているという感覚がありません。

料理を通じて、地域に貢献して恩返しがで

きたらいいかなと思っています。

趣味と仕事が同じで、夢はまだ尽きてい

ません。生涯現役でがんばります。

食彩　花あかり
井上　功・久美子

「食彩　花あかり」の店内にて

ハ
ザ
ü
ド
マ
Ã
プ
を
活
用
し
て

土
砂
災
害
に
対
す
る
防
災
訓
練

小
山
町
で
は
６
月
７
日
�
成
美
地
区

を
中
心
と
し
て
土
砂
災
害
に
対
す
る
防

災
訓
練
を
金
時
公
園
な
ど
で
行
い
ま
し

た
�訓

練
は
�
発
達
し
た
梅
雨
前
線
に
伴

い
早
朝
か
ら
豪
雨
と
な
り
�
土
砂
災
害

の
危
険
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
た
た
め

県
内
関
係
市
町
に
対
し
て
﹁
土
砂
災
害

警
戒
情
報
﹂
が
発
令
さ
れ
�

土
砂
災
害
の
発
生
の
恐
れ

が
あ
る
成
美
地
区
に
避
難

勧
告
を
発
令
し
避
難
所
を

解
説
し
た
状
況
を
想
定

し
�
町
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
対
象
に
自
主
防
災

会
な
ど
の
避
難
訓
練
と
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
�

ま
た
�
陸
上
自
衛
隊
�

警
察
署
�
消
防
署
や
消
防

団
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
訓
練
を
行
う
た
め
�

現
地
対
策
本
部
の
運
営
訓

練
や
土
の
う
作
成
・
土
の

う
積
み
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
�

さ
ら
に
�
１
次
避
難
所

自衛隊と消防団員などによる土のう訓練

﹁
勝
央
中
学
校
生
徒
会
だ
よ
り
﹂
で
は
�
よ
り
良
い
中
学
校
生
活
へ
向

け
た
活
動
や
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
る
勝
央
中
学
校
生
徒
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

第
２３
回
目
は
﹁﹃
ぴ
あ
c
こ
育
成
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
﹄
実
施
中
﹂
で
す
�

本
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
る
﹁
ぴ
あ
c
こ
育
成
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
﹂
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
�﹁
ぴ
あ
c
こ
育
成
プ
ロ
ジ
§
ク
ト
﹂
と
は
�﹁
ピ
ア
・

サ
ポ
ü
ト
﹂︵
生
徒
同
士
で
支
え
あ
c
て
課
題
解
決
を
行
う
︶﹁
Ｓ
Ｅ
Ｌ
﹂

︵
社
会
性
と
情
動
の
学
習
︶﹁
協
同
学
習
﹂︵
お
互
い
で
学
び
合
い
�
高
め
合

う
学
習
︶
の
３
つ
の
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
�

ピ
ア
サ
ポ
ü
ト
の
活
動
で
�
２
年
生
は
�
中

間
テ
ス
ト
の
受
け
方
や
吉
備
宿
泊
研
修
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
１
年
生
へ
教
え
ま
し
た
�

３
年
生
は
�
修
学
旅
行
の
よ
う
す
を
平
和
集

会
で
紹
介
し
�
平
和
集
会
で
は
戦
争
の
恐
ろ
し

さ
や
沖
縄
の
地
上
戦
の
こ
と
を
全
校
に
紹
介
し

ま
し
た
�
後
輩
た
ち
が
真
剣
に
平
和
に
つ
い
て

学
び
�
修
学
旅
行
を
充
実
さ
せ
て
い
c
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
�

ま
た
�
今
年
度
か
ら
全
校
で
行
う
演
舞

﹁
ロ
Ã
ク
ソ
ü
ラ
ン
﹂
も
ピ
ア
・
サ
ポ
ü
ト
活

動
の
一
環
と
し
て
行
い
ま
す
�

３
年
生
が
﹁
全
校
生
徒
が
一
つ
に
な
り
�
さ

ら
に
活
気
の
あ
る
勝
央
中
を
つ
く
る
﹂
と
い
う

目
標
を
設
定
し
�
１
・
２
年
生
に
振
り
付
け
を

教
え
ま
す
�

Ｓ
Ｅ
Ｌ
で
タ
イ
ミ
ン
グ
や
言
葉
遣
い
な
ど
の
﹁
上
手
な
伝
え
方
﹂
を
学

ん
だ
の
で
�
７
月
か
ら
始
ま
る
合
同
練
習
で
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
�

９
月
５
日
︵
雨
天
順
延
︶
に
行
わ
れ
る
体
育
祭
で
は
�
昨
年
よ
り
も
団

結
し
た
勝
央
中
学
校
の
姿
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
�
頑
張
c
て
い
ま
す
�

町
内
の
皆
さ
ま
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
�

勝
央
中
学
校
生
徒
会
本
部 楽しかったカレーづくり（吉備宿泊研修）３年生ロックソーラン練習のようす
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Hot Hot Hot Hot Springs, Huge Himeji and Spectacular SumoHot Hot Hot Hot Springs, Huge Himeji and Spectacular Sumo
In May, I went to lots of hot springs with my

friends. The best one I went to was Unkai hot
spring in Mimasaka City. It was fantastic! It had
a lovely Chinese-style herbal bath, two big bub-
ble baths, a massage shower, sauna and out-
door bath. The outdoor bath was my favorite,
as the temperature was just right. I met an inter-
esting Japanese person there, who had been
skateboarding for a long time!

Next, I went to Himeji with my friend. We
went to Himeji Castle and climbed to the top of
the Main Keep. I saw lots of Shachihoko and
Himeji Castle was very beautiful. It was a very
sunny day as well!

Finally, I went to the Shoo Kita Elementary
School Sumo Event. The sumo was awesome to
watch and the children really enjoyed it. It was
very popular! 
Thank you and see you next month!

Howard van der Wal

５月に友だちとたくさん温泉

へ行きました。一番の温泉は美

作市の大芦高原温泉です。素敵

でした！すばらしい漢方薬のお風呂や２つの大きな泡

風呂、マッサージのシャワー、サウナ、露天風呂があ

りました。ちょうど良い湯加減だったので露天風呂が

一番好きです。

おもしろい日本人に会いました。彼は長い時間スケ

ボーをしていました。

次に、友だちと姫路へ行きました。私たちは姫路城

へ行って天守閣に登りました。たくさんのシャチホコ

や姫路城はとてもきれいでした。とても晴れやかな日

でした。

最後に、勝央北小学校の角力大会へ行きました。角

力は見ていてすばらしく、そして子どもたちが本当に

楽しんでいました。とても盛り上がっていました。

ありがとうございました。来月また会いましょう！

ハワード　バン　ダー　ワル
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勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ
◇美　野　皆木　博行（亡父　務）

◇石　生　竹端　潤一（亡母　ともよ）

◇植月東　佐古　吉弘（亡父　英雄）

◇植月東　竹内　志（亡母　すみ子）

南光荘、植月東老人クラブにも

◇豊久田　佐々木一夫（亡父　一郎）

豊久田下老人クラブにも

◇石　生　木村　伴則（亡母　千代子）

◇豊久田　福田　一紀（亡母　良江）

南光荘、後土居常会、豊久田下老人クラブ

にも

◇勝間田　三輪まち子（亡父　　三）

勝間田区ふれあいの会にも

◇小矢田　赤堀　節紘（亡母　文枝）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

日本年金機構のコンピュータシステ
ムへウイルスメールによる不正アクセ
スが発生し、個人情報の一部が流出し
たことが報道されています。
流出が確認された情報は、最大でお

客さまの「基礎年金番号」「お名前」
「生年月日」「住所」であることが判明
しています。このことから、該当する
人に対しては、基礎年金番号の変更を
行い、新しい基礎年金番号が郵送されます。
ご不明なことやいかなる疑問にもお答えするため、

専用のコールセンターも設置されていますので、お問
い合わせください。
（専用コールセンター）

電話番号：０１２０−８１８２１１
受付時間：８：３０〜２１：００
上記の不祥事に関して、日本年金機構の職員などを

かたり、「医療費・年金保険料の還付金がある」など
と言って銀行口座番号を聞き出す、アンケート調査と
称して個人情報を回答させる、といった不審な電話や
メールが増えています。
日本年金機構、および機構が業務委託を行う民間事

業者は、
◆お客さまの銀行口座番号や振込先などは電話で聞き
ません。

◆銀行振込やＡＴＭの操作は指示しません。
◆届出や申請書の手数料と称して現金は預かりませ
ん。

◆各種手続きは代行しません。
「怪しいな」と感じたら、お近くの年金事務所や警

察へお問い合わせください。
詳しくは、津山年金事務所（☎３１−２３６３）へ
お問い合わせください。

現金搾取目的と思われる不審な電話などについて
～不審な電話やメールが増えています～

国
民
年
金

だ
よ
り

勝
央
俳
句
会
六
月
例
会
作
品
抄

部
会
紹
介
∦

手
話
ソ
ン
グ
教
室

　
　
　
　

キ
ラ
ラ
！

夏
木
立
頬
に
そ
よ
風
し
ば
し
佇
つ

浜
田
と
よ
子

五
月
晴
れ
当
て
無
き
旅
を
し
て
み
た
し

小
林
　
薫
女

湯
治
宿
ビ
ü
ル
飲
み
干
す
百
の
母


田
　
桂
子

初
取
り
の
苺
手
に
し
て
友
来
た
る

浅
田
　
静
香

胸
に
抱
き
苺
を
レ
ジ
に
差
し
出
す
子

香
本
　
芳
正

仕
舞
ひ
た
る
衣
又
出
し
梅
雨
寒
に

河
野
　
栄
子

薫
風
を
丹た

ん

田で
ん

い
c
ぱ
い
朝
散
歩

長
船
　
修
治

若
葉
風
幼
の
ほ
c
ぺ
撫
で
て
を
り

赤
堀
千
恵
子

新
茶
だ
よ
妻
呼
ぶ
声
も
弾
み
気
味

万
代
　
祐
三

鳥
獣
に
勝
ち
た
る
末
の
こ
の
苺

宮
野
　
潤
子

絵
手
紙
に
我
が
宝
石
と
画
く
苺

竹
久
　
翠
雲

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日
の
夜
８
時
�﹁
手
話
ソ

ン
グ
教
室
キ
ラ
ラ
！
﹂
の
皆
さ
ん
の
練
習
が
始
ま

り
ま
す
�

手
話
教
室
か
ら
手
話
ソ
ン
グ
教
室
へ
と
活
動
を

広
げ
ら
れ
て
�
１３
年
目
に
な
り
ま
す
�
手
話
が
自

分
の
表
現
の
幅
を
広
げ
て
く
れ
た
�
手
話
と
音
楽

の
両
方
を
楽
し
め
る
の
で
表
現
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
�
会
話
と
は
ひ

と
味
違
c
て
�
歌
詞
の
持
つ
意
味
を
探
c
て
自
分
た
ち
で
手
話
表
現
を
当

て
は
め
る
深
さ
が
�
み
ん
な
に
感
動
を
与
え
て
い
る
と
実
感
で
き
て
嬉
し

い
�
と
�
皆
さ
ん
熱
く
笑
顔
で
語
c
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
�

今
は
�
勝
央
町
出
身
の
歌
手
﹁
粟
井
理
菜
﹂
さ
ん
の
曲
を
練
習
中
だ
そ

う
で
す
�

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
�
ど
こ
へ
で
も
�
熱
く
優
し
い
想
い
を

手
話
ソ
ン
グ
と
と
も
に
届
け
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
で
す
�
手
話
ソ
ン

グ
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
身
近
に
感
じ
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
�

︵
勝
央
町
文
化
協
会

企
画
委
員

大
畑
順
子
・
河
上
理
枝

記
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し
ょ
う
お
う　

　

ゆ
か
り
の
人
物

今
回
は
�
勝
央
町
ゆ
か
り
の
俳
人

﹁
竹た

け

久ひ
さ

雨う

町て
い

︵
１
８
９
４
�
１
９
７
２
﹂

﹁
高た

か

家や

名め
い

山ざ
ん

︵
生
没
年
不
詳
︶﹂
さ
ん
で

す
�竹

久
雨
町
は
�
植
月
東
出
身
で
�
本

名
は
豊
�
父
が
静
志
と
号
す
る
俳
人
で
�

津
山
に
古
く
か
ら
あ
c
た
鶴
盟
社
に
入

会
し
俳
句
を
始
め
ま
し
た
�
大
正
１４
年

︵
１
９
２
５
︶
に
は
�
津
山
に
山
陽
吟

社
を
創
設
し
�﹁
山
彦
﹂
を
創
刊
�
昭

和
１４
年
︵
１
９
３
９
︶
＊１
飯い

い

田だ

蛇だ

笏こ
つ

を

迎
え
�﹁
雲
母
﹂
津
山
支
社
を
結
成
�

戦
後
�
＊２
大お

お

谷た
に

碧へ
き

雲う
ん

居き
�

が
津
山
に
疎
開

中
は
�
彼
に
﹁
山
彦
﹂
の
指
導
を
委
嘱
�

津
山
に
居
住
し
�
津
山
銀
行
�
山
陽
銀

行
�
中
国
銀
行
に
勤
務
�
最
後
は
津
山

信
用
金
庫
の
理
事
長
を
務
め
ま
し
た
�

同
４７
年
︵
１
９
７
２
︶
１２
月
１４
日
逝
去
�

享
年
７７
歳
�
山
彦
俳
句
会
に
よ
る
句
碑

が
津
山
市
小
田
中
長
雲
寺
に
あ
り
ま

す
�

﹁
黒
猫
の
子
は
黒
猫
や
寺
涼
し
﹂

岡
の
高
家
名
山
は
�
誠
光
俳
壇
を
主

宰
�
立
石
の
森
部
︵
土
陽
︶
龍
市
は
高

弟
の
一
人
�
昭
和
４０
年
︵
１
９
６
５
︶

に
は
�
門
下
生
に
よ
り
﹁
虫
啼
く
や
月

は
照
c
て
も
曇
c
て
も
﹂
と
刻
ん
だ
句

碑
︵
下
図
︶
が
岡
地
内
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
�

参
考
文
献
／
勝
央
町
発
行
﹁
勝
央
町

誌
﹂�
山
陽
新
聞
社
発
行
﹁
岡
山
県

歴
史
人
物
事
典
﹂�
勝
央
町
岡
地
区

﹁
古
を
訪
ね
て

岡
地
区
歴
史
探
訪
﹂

＊１
飯
田
蛇
笏
︵
１
８
８
５
�
１
９
６
２
︶�
山

梨
県
出
身
の
俳
人
�
高
浜
虚
子
に
師
事
し
�

文
芸
誌
﹁
ホ
ト
ト
ギ
ス
﹂
最
盛
期
の
代
表

的
俳
人
�
俳
誌
﹁
雲
母
﹂
主
宰
�
山
村
で

の
暮
ら
し
を
格
調
高
い
句
に
す
る
�

＊２
大
谷
碧
雲
居
︵
１
８
８
５
�
１
９
５
２
︶�

津
山
市
出
身
の
俳
人
�
東
京
美
術
学
校
洋

画
科
卒
業
後
�
中
外
商
業
新
報
︵
日
本
経

済
新
聞
の
前
身
︶
入
社
�
明
治
末
か
ら
渡

辺
水
巴
に
師
事
�﹁
曲
水
﹂
重
鎮
と
し
て
後

進
の
指
導
に
あ
た
り
�
水
巴
没
後
﹁
曲
水
﹂

主
宰
と
な
る
�
津
山
市
に
疎
開
し
﹁
柿
﹂

﹁
盆
地
﹂
を
創
刊
指
導
に
あ
た
る
�

岡小中の高家名山句碑
（現在は工事中のため撤去中。工事終了後場所を移して設置予定）

ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワーク 勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。
勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。

す
�
勝
間
田
保
育
園
の
園
児
た
ち
の
椎
茸
栽

培
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
�

毎
月
第
４
日
曜
日
に
は
東
吉
田
の
﹁
き
の

こ
の
森
﹂
で
ミ
ニ
プ
レ
ü
パ
ü
ク
を
開
き
な

が
ら
山
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
�
子
ど
も
も

大
人
も
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
�
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
体
験
で
き
ま
す
�
活
動
内
容
は
町

の
ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
�

▼
連
絡
先

森
林
ボ
ラ
ン
テ
£
ア
﹁
き
の
こ
の
森
﹂中

藤

☎
０
９
０
ü
９
０
６
１
ü
８
５
３
９

き
の
こ
の
森
の
活
動
も
１０
年
目
を
迎
え
ま

し
た
�
平
成
２３
年
に
岡
山
県
よ
り
﹁
夢
づ
く

り
推
進
大
賞
﹂
を
受
賞
し
�﹁
未
来
に
引
き

継
げ
�
ふ
る
さ
と
の
森
﹂
を
テ
ü
マ
に
あ
せ

ら
ず
�
や
す
ま
ず
�
ぼ
ち
ぼ
ち
と
活
動
し
て

い
ま
す
�
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
一
日
山
で
楽

し
く
遊
び
ま
し
�
う
�

今
年
の
活
動
は
�
公
民
館
事
業
の
︵
冒
険

遊
び
場
づ
く
り
︶
に
協
力
し
て
年
間
５
回
の

プ
レ
ü
パ
ü
ク
で
の
遊
び
と
物
づ
く
り
で

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
き
の
こ
の
森
」

いすづくりのようす

準備体操

茂茂
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未来 ち主役の
た

心

あ
と
が
き

を
磨
く
ト
イ
レ
清
掃
の
会

勝
間
田
高
校

５
月
２４
日
�
勝
間
田
高

校
で
﹁
心
を
磨
く
ト
イ
レ

清
掃
の
会
﹂
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
�
岡
山
掃
除
に
学

ぶ
会
の
皆
さ
ん
に
ご
指

導
�
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
�
校
内
５
カ
所
の

ト
イ
レ
を
丹
念
に
清
掃
し

て
い
き
ま
し
た
�
参
加
者

は
生
徒
・
保
護
者
・
卒
業

生
・
教
員
約
６０
人
�
一
般

参
加
者
約
１０
人
の
合
計
７０

人
で
し
た
�

ま
ず
ト
イ
レ
掃
除
に
関

す
る
心
得
や
注
意
事
項
を

トイレ掃除のようす

行
い
�
全
校
で
心
を
込
め
て

折
c
た
折
り
鶴
を
捧
げ
ま
し

た
�
そ
の
後
�
碑
巡
り
を
し

た
り
資
料
館
見
学
を
し
た
り

し
ま
し
た
�
ま
た
�
語
り
部

の
人
か
ら
被
爆
体
験
を
聴
く

こ
と
も
で
き
ま
し
た
�
事
前

学
習
は
し
て
い
ま
し
た
が
�

実
際
に
自
分
の
目
で
本
物
を

見
た
り
ふ
れ
た
り
す
る
こ
と

で
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
感
じ
取
c
た
よ
う
す

で
す
�
そ
し
て
�
語
り
継
ぐ

こ
と
の
大
切
さ
を
心
に
刻
ん

だ
よ
う
で
す
�

６
月
１２
日
に
は
�
学
ん
で

き
た
こ
と
を
全
校
に
報
告
し

ま
し
た
�

孤独と孤立
ひとりに　なりたい
ひとりは　さびしい

（作：あいだみつを）
人は生きていく中で、数多くの
障がいやトラブルに出会うもので
す。時には、一人になって静かに
じっくりと考えることは大切で
す。しかし、いじめや仲間外れな
どによって孤立させられることが
あってはいけません。孤立して、
心身への影響や不登校へとつなが
ることもあります。早めの解決を
望みます。
◆ご相談窓口の紹介です。
岡山県青少年総合相談窓口

「ハートフルおかやま110」
☎086-224-7110代表

○教育相談　　　086-221-7490
○進路相談　　　086-224-1121
○子どものなやみ086-235-8639
○育児相談　　　086-235-8839
○いじめ110番 086-231-3741
勝央町教育相談員に相談ご希望
の人は教育委員会（☎38-1753）
へご連絡ください。今年度、第１
回目は７月１１日（土）です。

（教育委員会）

込
ま
れ
て
い
c
た
よ
う
で
す
�

素
手
で
便
器
を
つ
か
み
�
す
み

ず
み
ま
で
磨
き
上
げ
る
間
�
多

く
の
生
徒
は
無
言
で
し
た
�
生

徒
た
ち
が
﹁
凡
事
徹
底
﹂
を
体

感
し
た
瞬
間
だ
c
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
�
ト
イ
レ
掃
除
終
了

後
は
�
世
話
人
の
人
た
ち
に
つ

く
c
て
い
た
だ
い
た
団
子
汁
を

食
べ
�
掃
除
の
感
想
や
学
校
生

活
の
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
た
�

最
後
に
各
グ
ル
ü
プ
か
ら
掃

除
の
感
想
を
発
表
し
ま
し
た
�

そ
の
中
で
生
徒
会
長
は
﹁
ぜ
ひ

生
徒
会
で
も
続
け
て
い
き
た
い
﹂

と
発
言
し
�
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
�

▼
本
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
勝
央
北
小
学
校

校
内
角
力
大
会
で
す
が
�
真
夏
の
よ
う
な

暑
さ
の
中
�
大
人
顔
負
け
の
熱
い
取
り
組

み
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
�

子
ど
も
た
ち
が
繰
り
出
す
多
彩
な
技
が

観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
�

ま
た
�
現
在
発
売
中
の
﹁
き
ん
と
く
ん

マ
ス
コ
Ã
ト
ス
ト
ラ
Ã
プ
﹂
で
す
が
�
勝

央
町
民
の
証
と
し
て
�
皆
さ
ん
が
持
た
れ

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
�
も
ち
ろ

ん
�
町
外
の
人
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
�

▼
左
の
写
真
は
�
６
月
１０
日
に
勝
間
田
小

学
校
で
行
わ
れ
た
﹁
あ
い
さ
つ
運
動
﹂
の

時
の
も
の
で
す
�
登
校
し
て
く
る
子
ど
も

た
ち
が
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
ま
し
た
�

人　口１１，２７２人
（−５）

男　５，４０８人
女　５，８６４人

世帯数 ４，４７０世帯
（＋１０）

※（ ）内は前月比

世帯数
と

人 口
平成２７年６月１日現在
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

24

聞
き
�
グ
ル
ü
プ
に
分
か
れ
て

掃
除
場
所
に
向
か
い
ま
し
た
�

最
初
は
恐
る
恐
る
手
を
動
か
し

て
い
た
生
徒
達
も
清
掃
が
進
む

に
つ
れ
て
ト
イ
レ
掃
除
に
引
き

ひ

学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た

勝
間
田
小
学
校

修

原爆ドームの前で

６
年
生
が
�
５
月
２２
日
�

２３
日
に
世
界
遺
産
の
地
で
あ

る
宮
島
と
広
島
を
訪
れ
ま
し

た
�宮

島
で
は
�
厳
島
神
社
で

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
見
学
を
し
�
そ
の
歴

史
と
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
�
ま
た
�
も
み

じ
饅
頭
づ
く
り
も
体
験
し
�

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
家
へ

の
お
土
産
に
し
よ
う
と
楽
し

そ
う
に
つ
く
c
て
い
ま
し

た
�広

島
で
は
�
平
和
公
園
の

﹁
原
爆
の
子
の
像
﹂
の
前
で

平
和
を
願
う
セ
レ
モ
ニ
ü
を


